ＯＴ深良か話（記載例）

	【タイトル】作業活動（くす玉作り）を通して知った本当のキミエさん

	【経過or　状況】
私が担当させて頂いた患者様とのお話です。患者様の名前はキミエさん、小柄で時折みせる笑顔が素敵なおばあちゃんです。足を骨折され、当院に入院となりました。足の骨の骨折に加え、キミエさんには認知症がありました。慣れない環境での入院生活、思うように動かない車椅子、それらがもたらす不安やストレス。そのため、認知症の症状は悪化し、表情は険しく、落ち着きがなく、まだ歩くのが安定していなくても一人で歩こうと危険な行動も目立っていました。作業療法の時間に、部屋に迎えに行くと、「今日はせんでよかです。」とあまり意欲的ではなかったり、作業療法場面でも、不安感が強く、｢息子が来ているから部屋に帰る｣、｢早く家に帰らなん｣と言い、なかなかコミュニケーションもとれず、思うようなリハが出来ない状況が続きました。

	【きっかけ　or 転機】

ある日、作業療法室に飾ってあった折り紙で作られた『くす玉』をみて、｢これは綺麗かぁ～～～！｣と言われました。それは、本当に心からそう思って発せられた言葉のように私は感じました。そこで、私が「これ、一緒に作ってみませんか？」と誘うとキミエさんは「難しかど？けど綺麗か。作ってみようかな」と。少し不安もあったようでしたが、その日から私とキミエさんの『くす玉作り』を通しての作業療法がスタートしました。
　私が作業療法の時間に部屋に迎えに行き、「くす玉を作りにOT室にいきませんか」とお誘いすると、「待っとった、折り紙を作りに行こう」と笑顔で言って下さるようになり、『くす玉』がキミエさんの笑顔を引き出す共通の話題となっていきました。また、その頃から認知症の症状も落ち着き、危険行動が少なくなり、歩く練習などに対しての拒否もなり、意欲的に取り組む様子もみられるようになってきました。ようやく『くす玉』が完成しました。『くす玉』を部屋に飾るために持って帰っている途中に、たくさんのスタッフから「きれいかとが出来たね」など言ってもらい、キミエさんもとても嬉しそうでした。この『くす玉』作りがきっかけで、キミエさんは綺麗なものに対して興味を持つようになりました。そして、どんどん表情が穏やかになっていきました。

	【まとめ＆深良か話】

｢もともと綺麗なものが好きな素敵なおばあちゃん」、これが本当のキミエさんだったのだと『くす玉』が教えてくれた気がします。作業療法の中の作業活動を通して、その人らしさを取り戻すきっかけをみつけることができたと思います。

作業療法士として、これからもその人らしさをどんどん引き出していきたいです。
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